
銘　柄 終値 前日比
カネコ種苗　１５９８　　　　△１８
佐田建　　４７３　　　　△　６
関電工　１２７５　　　　△３５
ヤマト　　７５１　　　　△１９
信越化　 １０８１５　　　△２３５
群栄化　３５６０　　　　△２５
カーリットＨＤ　１０１７　　　　△　７
東邦鉛　５１００　　　△１１５
三益半導　１９２０　　　　△２４

平　和　２０８７　　　　▼　１
ＳＡＮＫＹＯ　３７６５　　　　▼４０
サンデンＨＤ　１４７９　　　　▼１２
マックス　１３６２　　　　△　６
日精工　１３６１　　　　△３４
ＩＨＩ　３５１５　　　△１１５
ＯＫＩ　１４２８　　　　△　５
ナカヨ　１８６８　　　　▼　９
ヨコオ　１８４７　　　　△１０
沢藤電　１９６１　　　　△　５
日ＣＭＫ　　７９８　　　　▼１５
太陽誘電　１８５３　　　　△１２
市光工　１１１１　　　　▼　４
ミツバ　１４０９　　　　△２５

日野自　１３４２　　　　△１０
ＳＵＢＡＲＵ　３５９３　　　　△２２
ＪＩＮＳ　５８００　　　　▼６０
ビックカメラ　１７３２　　　　▼２１
ホットランド　１３５８　　　　▼　３
アクシアル　４２０５　　　　△１０
ヤマダ電　　６５６　　　　　　０
群馬銀　　６０２　　　　△　６
東和銀　１４２４　　　　△　４
カチタス　３４５５　　　　△１０
コシダカＨＤ　７０９０　　　　▼１０

小島鉄　　１３０　　　　▼　２
岡本工　３６１５　　　　▼３０
明星電　　　９５　　　　▼　１
セコム上　３６７０　　　　▼５５

藤田エンジ　　８４２　　　　△　８
免疫生研　１４３１　　　　▼１７
小倉クラチ　　４７４　　　　　　０
両毛システ　１８２５　　　　△　７
ワークマン　４８１５　　　　▼９０
セキチュー　　　──　　　　　──
ニッパンＲ　２１３１　　　　▼６１
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新聞の活用法について学ぶ新入職員
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郁
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さ
ん

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

富岡市神農原。1973年創業 電子機

器製造のほか グループホーム運営など介護事業

にも取り組む 従業員数は 人 経済産業省の 新・

ダイバーシティー経営企業100選 や 県の 一社一

技術 の認定を受けている
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内
職
か
ら
製
造
部
ト
ッ
プ

温
か
く
頼
り
が
い

女
性
社
員
の
目
標

勅
使
河
原
覚
社
長

小
金
沢
さ
ん
は
一
つ
一

つ
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
き

て
く
れ
た
。
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
化
を
積
極
的
に
進

め
て
お
り
、
外
国
人
や
女

性
が
多
い
社
内
で
、
母
親

の
よ
う
な
温
か
さ
と
頼
り

が
い
を
持
つ
存
在
と
な
っ

て
い
る
。
女
性
管
理
職
の

割
合
は
約

％
だ
が
、
小

金
沢
さ
ん
が
女
性
社
員
の

目
標
に
な
っ
て
く
れ
て
い

る
こ
と
が
、
高
い
水
準
を

保
っ
て
い
る
要
因
だ
と
感

じ
て
い
る
。
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∧ ⊂⊂⊂ ∩∪社員の声に耳を傾ける小金沢さん

プ
リ
ン
ト
基
板
の
は
ん

だ
付
け
か
ら
組
み
立
て
、

検
査
ま
で
を
手
掛
け
る
会

社
の
核
を
担
う
製
造
部
の

ト
ッ
プ
を
務
め
る
。
従
業

員
の
動
き
や
製
造
の
進
み

具
合
な
ど
全
体
を
見
渡

し
、
効
率
的
な
作
業
工
程

を
指
示
。
勅
使
河
原
覚
社

長
の
右
腕
と
し
て
社
内
外

の
業
務
に
当
た
る
。

電
子
機
器
製
造
業
は
多

く
の
電
力
を
必
要
と
す

る
。
徹
底
的
な
省
エ
ネ
に

取
り
組
む
同
社
は
２
０
１

５
年
度
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
の
「
省
エ
ネ
大

賞
」
セ
ン
タ
ー
会
長
賞
に

選
ば
れ
た
。
ト
ヨ
タ
自
動

車
や
安
川
電
機
な
ど
大
企

業
と
共
に
受
賞
し
て
注
目

を
集
め
、
勅
使
河
原
社
長

は
講
演
な
ど
で
職
場
を
離

れ
る
機
会
が
増
え
た
。
取

引
先
と
の
や
り
と
り
を
含

め
、
社
長
に
代
わ
っ
て
社

内
外
か
ら
全
幅
の
信
頼
を

置
か
れ
て
い
る
。

当
初
は
同
社
の
仕
事
に

内
職
で
関
わ
り
、
そ
の
後

に
短
時
間
の
パ
ー
ト
タ
イ

ム
で
働
い
た
。
子
育
て
中

は
予
期
せ
ぬ
こ
と
の
連

続
。
学
校
か
ら
子
ど
も
が

発
熱
し
た
と
連
絡
を
受
け

れ
ば
、
す
ぐ
に
迎
え
に
行

く
な
ど
急
な
休
み
を
取
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ

た
。
同
じ
境
遇
の
女
性
社

員
が
多
く
、
制
度
も
整
っ

て
い
た
の
で
、
仕
事
と
家

庭
の
ど
ち
ら
に
も
全
力
で

向
き
合
え
た
。

正
社
員
と
な
っ
て
か
ら

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
に

就
き
、
グ
ル
ー
プ
を
束
ね

る
総
リ
ー
ダ
ー
、
係
長
を

経
て
現
在
は
課
長
を
任
さ

れ
て
い
る
。

「
会
社
や
従
業
員
の
後

ろ
盾
が
あ
っ
て
、
仕
事
が

成
立
し
て
い
る
」
。
共
に

働
く
仲
間
や
得
意
先
の
顧

客
、
家
族
へ
の
感
謝
の
思

い
が
、
仕
事
の
活
力
と
な

っ
て
い
る
。
愛
情
を
注
い

で
育
て
た
娘
は
間
も
な
く

結
婚
式
を
迎
え
る
。

上
毛
新
聞
社
は
、
出
前

講
座
を
希
望
す
る
企
業
・

団
体
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｉ

Ｅ
・
Ｎ
Ｉ
Ｂ
推
進
委
事
務

局
（
☎
０
２
７
・
２
５
４

・
９
８
８
５
）
へ
。
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年
群
馬
Ｄ
Ｃ

地
域
と
連
携

Ｊ
Ｒ
高
崎
支
社
長

木

村

氏

来

社

Ｊ
Ｒ
東
日
本
高
崎
支
社

（
高
崎
市
栄
町
）
の
木
村

法
雄
支
社
長

が

日
、
前
橋
市
の
上
毛
新
聞

社
を
訪
れ
、
北
村
幸
雄
社

長
と
懇
談
し
た
。
２
０
２

０
年
春
季
（
４
〜
６
月
）

に
県
内
で
開
催
が
決
ま
っ

た
国
内
最
大
規
模
の
観
光

企
画
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）
」
に
向
け
て
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

木
村
氏
は
Ｄ
Ｃ
の
本
県

開
催
に
向
け
て
「
ど
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

地
域
の
人
た
ち
の
話
を
聞

い
て
や
っ
て
い
く
」
と
述

べ
た
。
関
東
を
訪
れ
る
外

国
人
旅
行
客
が
多
い
点
に

も
触
れ
、
「
群
馬
に
は
温

泉
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
Ｄ
Ｃ
と
東
京

五
輪
（
の
開
催
）
が
同
じ

年
な
の
で
足
を
延
ば
し
て

も
ら
い
、
群
馬
で
な
け
れ

ば
見
ら
れ
な
い
も
の
を
紹

介
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

木
村
氏
は
神
奈
川
県
出

身
。
早
稲
田
大
卒
。
１
９

８
９
年
に
入
社
し
、
人
事

部
課
長
、
法
務
部
長
な
ど

を
歴
任
し
て
今
月
１
日
付

で
着
任
し
た
。

ＤＣへの意気込み

を語る木村支社長

階
建
て
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ンブリリアタワー高崎のイメージ

建
設
中
の
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
は
「
ブ
リ
リ
ア
タ

ワ
ー
高
崎
ア
ル
フ
ァ
レ
ジ

デ
ン
シ
ア
」
。
県
内
で
は

県
庁
、
高
崎
市
役
所
に
次

い
で
高
い
建
物
と
な
り
、

２
０
２
０
年
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。

本
県
に
ち
な
ん
だ
織
機

の
デ
ザ
イ
ン
は
２
階
と
３

階
の
間
の
部
分
に
施
す
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
も
、
絹

糸
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
装

飾
ガ
ラ
ス
を
使
う
と
い

う
。計

２
２

２
戸
の
う
ち
、

日
か
ら

日
ま
で
第
１

期
２
次
販
売
の

登
録
を

行
う
。
販
売
す
る
の
は
５

〜

階
の
計

戸
で
、
価

格
帯
は
１
Ｌ

Ｄ
Ｋ
（

階
、

・

平
方
㍍
）
の

２
６
６
０
万
円
〜
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
（

階
、

・

平
方

㍍
）
の
６
２

５
０
万
円
。

日
午
後
２
時
ま
で
登
録

を
受
け

付
け
、
抽
選
す

る
。マ

ン
シ
ョ
ン
予
定
地
北

側
に
ゲ
ス
ト
サ
ロ
ン
を
開

設
し
、
２
種
類
の
モ
デ
ル

ル
ー
ム
を
公
開
し
て
い

る
。
ゲ
ス
ト
サ
ロ
ン
（

０
１
２
０
・
２
２
５
・
１

９
１
）
で
問
い
合
わ
せ
に

応
じ
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
２
階
部
分

は
駅
東
口
で
整
備
が
進
む

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

と
接
続
。高
崎
高
島
屋
や
、

昨
年
開
業
し
た
高
崎
オ
ー

パ
と
い
っ
た
商
業
施
設
に

も
つ
な
が
る
。

駅
周
辺
で
は
、
商
業
施

設
の
開
業
や
公
共
施
設
の

整
備
が
相
次
ぐ
。
市
は
中

心
市
街
地
で
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
を
促
す
た
め
、
駅

周
辺
の
商
業
地
域
約
２
０

０
㌶
で
規
制
を
緩
和
し
、

購
入
者
へ
の
助
成
制
度
も

創
設
す
る
。
人
口
増
を
軸

に
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進

ん
で
い
る
。

Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
周
辺
の
再
開
発
事
業
が
進
む
中
、
東
京
建
物
（
東
京
都
中
央

区
）な
ど
が
駅
東
口
で
手
掛
け
る
地
上

階
建
て
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン（
高

崎
市
東
町
）
の
分
譲
が
始
ま
っ
た
。
外
観
の
一
部
は
機
織
り
機
械
や
シ
ル
ク

の
織
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
本
県
な
ら
で
は
の
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
。
高
さ
約
１

０
０
㍍
の
建
物
は
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
役
割
も
担
う
。
周
辺
で
は
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
の
動
き
が
盛
ん
で
、
さ
ら
な
る
人
口
増
が
期
待
さ
れ
る
。

高崎駅東口東京建物が分譲
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興味ある話題探して
上毛新聞社しののめ信金で講座

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

社
会
人
に
新
聞
の
活
用

法
を
知
っ
て
も
ら
う
「
Ｎ

Ｉ
Ｂ
」
の
一
環
で
、
上
毛

新
聞
社
の
出
前
講
座
が

日
、
高
崎
市
の
し
の
の
め

信
用
金
庫
高
崎
支
店
ビ
ル

で
開
か
れ
、
同
信
金
の
新

入
職
員

人
が
新
聞
を
使

っ
た
情
報
収
集
や
記
事
の

役
立
て
方
を
学
ん
だ
。

編
集
局
報

道
部
の
千

明
良
孝
経
済
担
当
デ
ス
ク

が
講
師
を
務
め
、
整
理
さ

れ
た
情
報
が
掲
載
さ

れ

た
新
聞
の
特
徴
や
、
紙
面

構
成
に
つ
い
て
説
明
。

新
聞
の
活
用
法
と
し
て

「
ま
ず
は
身
近
で
興
味
を

持
っ
て
い
る
話
題
を
探
す

こ
と
。
時
間
が
な
い
と
き

は
記
事
の
見
出
し
だ
け
で

も
読
ん
で
」
と
呼
び
掛
け

た
。受

講
し
た
柳
井
勇
亮
さ

ん

は
「
時
間
を
つ
く

っ
て
新
聞
に
目
を
通
せ

ば
、
仕
事
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
う
」
と
話

し
て
い
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
副
理
事
長

高
崎
２
社
訪
問

海
外
展
開
で
意
見
交
換

冷蔵保存技術を見学する越川副理事長 右 ら

ＪＩＣＡ関係者

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
の
越
川
和
彦
副
理

事
長
ら
が

日
、
中
小
企

業
の
海
外
展
開
支
援
事
業

で
委
託
し
た
高
崎
市
内
の

２
社
を
訪
れ
、
活
動
の
進

行
状
況
や
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。モ

ロ
ッ
コ
で
高
度
な
冷

蔵
保
存
技
術
に
よ
る
水
産

品
の
高
付
加
価
値
化
を
目

指
す
マ
ー
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー

（
同
市
問
屋
町
西
）で
は
、

食
材
を
冷
凍
せ
ず
に
従
来

の
冷
蔵
庫
の
３
〜

倍
の

鮮
度
を
保
存
で
き
る
冷
蔵

装
置
「
蔵
番
」
な
ど
を
視

察
。
同
社
側
は
、
モ
ロ
ッ

コ
を
訪
問
し
て
事
業
展
開

に
つ
い
て
議
論
し
た
経
過

を
説
明
し
た
。

同
社
の
大
野
正
樹
社
長

は
「
高
品
質
で
長
期
間
の

保
存
に
よ
り
、
生
鮮
食
品

を
低
温
に
保
つ
『
コ
ー
ル

ド
チ
ェ
ー
ン
』
を
確
立
し

た
い
」
と
話
し
た
。
同
社

は
５
月
末
以
降
、
現
地
で

の
実
証
実
験
を
始
め
る
。

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
の

キ
ン
セ
イ
産
業
（
同
市
矢

中
町
、
金
子
正
元
社
長
）

で
は
、
タ
イ
で
の
医
療
廃

棄
物
適
正
処
理
の
普
及
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。
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